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`0. 新機能のお知らせ
itemComment
ものタグアプリは、ユーザ様から頂いたご意見を参考に、改善しています。
以下、最新のバージョンアップの内容を記載しております。

■ものタグアプリ現在のバージョン：3.5
■最終更新日：2020年12月29日
■更新内容
1．表記と読みを分離し、漢字の読みが難しい時に読みを別に指定できるようにしました。
タグ情報を登録する際に、タグの名称欄と詳細情報欄で
	<＜|より小さい記号、>表記<｜|、縦棒、>読み<＞|、より大きい記号>	（但し、記号は半角文字）
という記述をすると、スマホ画面には「表記」をVoiceOver又はTalkBackでの発音は「読み」とすることができます。
また、メール、電話、URL記述においても、表記と読みを分離する記述を許すこととしました。

2．詳細情報前後に配置したボタンで、前後の章(収納タグ下のものタグ)に移動するようにしました。
物の名前欄の前、詳細情報の後に配置したボタンで、前後の章(収納タグ配下のものタグ)に移動するようにしました。
VoiceOver、TalkBackがオフの時、１本指左右スワイプでも前後の章に移動するようにしました。
TalkBackがオンの時、２本指の左右スワイプでも、前後の章に移動するようにしました。
ただ、iPhoneでVoiceOverがオンの時は、このジェスチャは使えません。
前後の章(収納タグ配下のものタグ)に移動する時、画面タイトルに収納タグ名と項目数を表示するようにしました。

3．一つのタグを２つのスマホで同時に登録する時、重複登録が発生しにくくしました。
一つのタグを（例えば家族で）別々のスマホで同時に登録を試すことがあるかと思いますが、ものタグアプリでは、他の人がタグ情報を書き換えられないようにタグの重複を防ぐようにしました。

4. VoiceOver、TalkBackオフの時でも、シングルタップで詳細情報欄を読み上げるようにしました。
弱視の方がものタグアプリを使うときは、VoiceOverやTalkBackを使わずに表示する文字のフォントを大きくして読む時があります。
このような状況で長文を画面で見ることは負担をおかけすることになるので、詳細情報欄をシングルタップすることによって、読み上げるようにしました。
２本指でタップすると読上げを中止します。
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`1. アプリの概要
itemComment
<■|>名前
「ToT: Tag of Things ものタグ」アプリ。（通称「ものタグ」アプリ）

<■|>開発会社：株式会社コネクトドット。（京都のシステム開発会社です）

<■|>使い方
詰め替え用のシャンプーやCDケースなど、手触りだけでは見分けがつきにくい物に、NFCのタグを付けて識別するiPhone専用アプリです。
アプリを使って、テキストを記録したり、自分の声を録音することができます。

<■|>タグの種類（4種類）
衣類取り付け用タグ
シールタイプタグ
クリップ付きタグ
キーリング付きタグ

<■|>対応機種（2020年12月現在）
iPhone 7 (Plus)
iPhone 8 (Plus)
iPhone X
iPhone XR
iPhone XS（Max）
iPhone 11 (Pro,Max)
iPhone 12 (Pro, Mini)
iPhone SE（第2世代）
<※|>今後発売される機種におきましては、「リーダーモード対応NFC」が搭載された機種であれば、本アプリをお使い頂けます。
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`2. 使い方の例
itemComment
例えば、こんなふうにお使いいただけます！

1．会員カード
手触りだけでは分かりにくい「カード類」。
シールタイプのタグを、カードの表面に貼って、すっきり管理！

2．お洋服
耐水、耐熱性で、マイナス20℃から200℃まで耐えられる「衣類取り付け用タグ」を使えば、洋服の識別も簡単です！
※服の裏に「衣類タグ」を貼り付けてください

3．食品保存用タッパー
タッパーに輪ゴムを巻いて、その輪ゴムに、クリップタイプのタグを挟みます。
何月何日につくった料理かを録音しておけば、作り置き、食品の管理にも便利です。

■登録データは共有できます
タグに登録されたデータは、コネクトドットのサーバで管理され、
データの公開範囲を設定すれば、他のユーザと共有することも可能です。
その為、タグを使った『メッセージの交換』や『資料の配布』などにもお使い頂けます。

■タグに登録した内容は、何度でも書き換え可能です。
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1. タグをスキャンする
itemComment
アプリを開くと「スキャンの準備ができました」と書かれた画面が開きます。
これを「スキャン画面」といいます。
この画面が表示された状態であれば、「NFCのタグ」をスキャンすることができます。

<■|>スキャンとは
スマホでタグを読み取る操作のことです。
iPhoneのてっぺんを、NFCのタグに近づけます。

<■|>近づける位置
裏面のカメラよりも、中央寄りで、ホームボタンをから上にまっすぐ、本体の端まで、進んだ辺りです。iPhoneの裏、表、どちらに近づけても、反応します。

<■|>補足
読み取れる範囲は1<cm|センチ><～|から>2<cm|センチ>程度。
タグに、表、裏はありません。
正しく読めるとスマホが小さく振動します。
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1.1. 「スキャン画面」の開き方
itemComment
「スキャン画面」が閉じてしまったら、以下の方法で、再び開くことができます。

1.「スタート画面」にて「スキャン開始」ボタンを押す

2．一度アプリを閉じ、再度、立ち上げ直す

<■|>1の説明
「スキャン画面」は、何もせず、1分経過すると、自動的に閉じ、「スタート画面」が開く設定になっています。「スタート画面」は、アプリの様々な機能を選択できる画面です。
この画面にて、「スキャン開始ボタン」を探し、押して下さい。

<■|>2の説明
ホームボタンを押して、アプリを閉じたら、再度、ホーム画面からアプリを選び、立ち上げ直してください。スキャン画面が開きます。
※データの登録、編集、複製などの作業中以外は、アプリを立ち上げると、まずは「スキャン画面」が開く設定になっています。

<■|>補足
「スキャン画面」内に表示された、「キャンセル」ボタンを押すと「スタート画面」に戻ることができます。
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1.2. 「スタート画面」の開き方
itemComment
スタート画面を表示するには、「スキャンの画面」に表示されている、「キャンセル」ボタンを押して下さい。
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2. スキャン後、表示される画面について
itemComment
スキャンのあとは、以下の画面が表示されます。

1．データが登録されている場合
音声データの場合→「音声再生画面」が開きます。
テキストデータの場合→「タグ表示画面」が開きます。

<■|>音声再生画面について
「再生」という機械音のあと、録音内容が自動で再生されます。

<■|>タグ表示画面について
「物の名前」と「詳細情報」が表示されます。iPhoneのアクセシビリティ機能である、Voiceoverを使って画面の文字を読み上げて下さい。

2．データが登録されていない場合
「このタグは登録されていません」というお知らせが、画面に表示されます。
この場合は、ご自身でのデータ登録が必要です。
「スタート画面へ」ボタンを押し、「データの登録」をおこなってください

※「データの登録方法」は、前の画面に戻り、「３．データの登録方法」をご覧ください。
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3. データの登録方法
itemComment
登録方法は録音と文字入力の2種類から選べます。

1．自分の声で簡単なメッセージを残す方法
「スタート画面」から「ちょい録」ボタンを押して、起動します。
「スキャン画面」が表示されるので、録音したい「タグ」をスキャンしてください。
詳しい操作方法は、前の画面から「音声データの登録方法」をご覧ください。

2．入力したテキスト(文字)を残す方法
「スタート画面」から「タグ登録、編集、複製、削除」ボタンで、起動します。
「スキャン画面」が表示されるので、テキストを書き込みたい「タグ」をスキャンして下さい。
詳しい操作方法は、前の画面から「テキストデータの登録方法」をご覧ください。

<■|>注意点
「データの登録」には、アプリ内での無料の「ユーザ登録」が必要です。
前の画面から「ユーザ登録の方法」をご覧ください。
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4. ユーザ登録の方法
itemComment
「ものタグ」アプリで、データを登録するには、無料のユーザ登録が必要です。
ユーザ登録は、アプリ内にて、無料でおこなえます。
<■|>操作方法
その１．まずはFCSコードを発行するための「ユーザ登録」画面を開きます。
※FCSコードとは、ユーザ一人一人に配布される、固有の番号です。10桁の数字で生成されます。
手順1．「スタート画面」を開き、「その他のメニュー」を選びます。
手順2．「ユーザ登録」ボタンを押してください。
手順3．「ユーザ登録」画面が開くので、「新規発行」ボタンを探し、押してください。
手順4．「FCSコード発行」画面が開く。

その2．「FCS発行画面」にて必須項目を入力後、「発行」ボタンを押してください。
手順1．必須項目である、郵便番号、姓名、メールアドレス、誕生日を入力してください。
手順2．画面内にある「発行」ボタンを探して、押します。
手順3．画面が自動で切り替わり、あなたの「FCSコード」が入力された、ユーザ登録画面が表示されます。

その3．最後に「ユーザ登録」を完了する為のボタンを押してもらいます。
手順1．画面内にあなたのコード（10桁の数字）が入力されていることを確認してください。
手順2．ニックネームに、好きな名前を入力します（特にアプリ内に表示される場面はありません。入力しなくてもOKです。）
手順3．画面内に「FCS登録」ボタンを探し、押します。
手順4．自動的に「スタート画面」に移動し、ユーザ登録が完了します。
※この時、ユーザ登録が完了したお知らせは表示されません。
このページは以上です。
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5. 音声データの登録方法
itemComment
手元にタグを用意して、実際に音声データを登録してみましょう♪

１．手元にタグを用意します。
※タグの種類は何でも構いません。

２．「スタート画面」から「ちょい録」ボタンを押し、タグをスキャンします。

３．「どうぞ」という機械音につづいて、録音したい内容を話しかけます。
話しかけると、その声に反応して、自動で録音がスタートします。
スマホの「マイク部分」に話しかけるようにしてください。
マイクは、ホームボタンの下あたりに付いています。
※録音中、Voiceoverは鳴らなくなります。

４．話し終わると、自動で録音が終了し、録音内容が再生されます。
2秒以上の沈黙で、録音が終了します。
録音完了後は、録音された内容を、自動で再生します。
再生後、「音声データを登録しました」というお知らせが表示されます

※録音をやり直す場合は、2に戻り再度同じタグをスキャンして下さい。
録音内容が上書きされます。
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5.1. 「ちょい録」機能Q&A
itemComment
質問1．何度、話しかけても録音がスタートしない場合は？
<■|>回答、
周りがうるさい場合は少し大きな声を出して下さい。
静かな場合は小さな声でも録音されます。
「戻るジャスチャー」でスキャン画面からやり直しても構いません。
※録音の邪魔にならないようVoiceoverは消音されています。

質問2．無事録音されたことを確かめるには？
<■|>回答、
録音終了後に、再生される音声を聞いて下さい。
再生を聞き逃した場合は、「スタート画面」から「スキャン開始」でタグをスキャンして、録音データを確認して下さい。

質問3．録音をやり直すには？
<■|>回答、
「スタート画面」から「ちょい録」ボタンで、同じタグをスキャンしてください。
録音内容が上書きされます。

質問4．録音したデータを削除するには？
回答
「スタート画面」から「データの登録、編集、複製、削除」ボタンを押して、録音データが入ったタグをスキャンして「データの削除ボタン」を押してください。

<■|>録音データの公開範囲について
録音直後のデータは「プライバシーレベル」が「譲渡可」になります。誰でも閲覧でき、録音できる伝言板とすることができます。
他のユーザが聞くだけなら、「データの登録、編集、複製、削除」で「プライバシーレベル」を「公開」に変更してください。本人以外には聞けないようにするためには、「私的」に変更してください。
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6. テキストデータの登録方法
itemComment
続いて、テキストデータの登録方法を説明します。

１．手元にタグを用意します。
※タグの種類は何でも構いません。

２．「スタート画面」から「タグ登録、編集、削除、複製」ボタンを押し、用意したタグをスキャンします。

３．「登録内容の入力画面」が開くので、必要な情報を入力し「登録」ボタンを押してください。
入力した項目は、背景が「赤」に変わります。

４．データの編集を続けるか聞かれるので「終了」を押します。
「終了」を押すと「スタート画面」に戻り、データの登録が完了します。
「続ける」を選択した場合、「スキャン画面」が立ち上がるので、続けて、データを登録したいタグをスキャンして下さい。

このページは以上です。
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6.1. 入力項目についての詳しい説明
itemComment
1. イメージ画像 選択欄
タップすると画像の取込みオプションが表示されます。

2. 物の名前 入力欄
タグをスキャンした際に表示される項目です。
物の名前として「シャンプー詰め替え用」や「薬」などを入力します。

3. 詳細情報 入力欄
タグをスキャンした際に表示される項目です。
賞味期限やお店の情報等を入れておくと便利です。

4. タグ種別 選択欄
「物用」か「収納用」か、データの種類を選びます。
「収納タグ」を選んだ場合、他のデータの「収納先」として、「収納先選択欄」に表示することができます。
デフォルトは「物タグ」（物用のタグ）に設定されています。

5. 収納先 選択欄
データに「収納先」を記録できます。
趣味のコレクションがある方など、登録データを、細かく『分類分け』したい方におススメの機能です。

6. プライバシーレベル 選択欄
データの公開範囲を設定できます。
詳しくは、「補足編」に説明しています。

このページは以上です。
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6.2. タグ一覧のタグを連続して読む
itemComment
ものタグの「詳細情報」欄には、かなりの長文を書き込むことができますが、あまりにも長い文章をVoiceOverやTalkBackで読み上げると、それを聞くユーザには負担となってしまいます。
そこで、ものタグアプリでは、長文を読むための次の２つの機能があります。
1. 詳細情報欄をダブルタップすると、行単位で読み上げる画面に遷移します。
2. 収納タグによりタグに階層構造をもたせ、長文を複数のタグに分散登録できます。
収納タグによる階層化の方法は、「5. 高度なデータ入力」「1. 収納タグによる階層の作り方」で説明をしますが、ここでは、その階層を辿り長文を読む方法を説明します。
収納タグに収納されているタグが複数ある時は、「タグ一覧画面」には複数のタグ名が並びます。各タグ名をダブルタップすると、その「タグ表示画面」で詳細情報を読むことができます。「戻る」ボタン又はジェスチャで「タグ一覧画面」に戻り、次のタグ名をダブルタップすると、次のタグの詳細情報を読むことができます。
これは、本を読む時、目次を見てページ番号を調べ、そのページを開いて本文を読む。また目次に戻り、次に読みたい章を探し、そのページを読む、という読み方に似ています。
が、多くの場合、読みたい章に移動して、続けて次の章を読み進める、という読み方をします。（即ち、都度、目次に戻らない読み方）。
そこで、「タグ表示画面」の「物の名前」欄の前に「前のタグへ戻る」ボタンを、「詳細情報」欄の次に「次のタグへ進む」ボタンを配置しました。
「タグ表示画面」では、最初に「物の名前」欄を読み上げるようにして、１回の右スワイプで「詳細情報」が聞けるようになっていますが、「物の名前」欄の読み上げ後、１回の左スワイプで「前のタグへ戻る」ボタンに、２回の右スワイプ（即ち、「詳細情報」を聞いた後、１回の右スワイプ）で「次のタグに進む」ボタンに辿り着けるようにしました。
この時、ダブルタップで前後のタグに移動します。
なお、VoiceOver, TalkBackがオフの時は、右スワイプで次のタグに進み、左スワイプで前のタグに戻ることができます。
更に、Android版では、TalkBackがオンの時、２本指左右スワイプで前後のタグに移動することができます。
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6.3. VoiceOver,TalkBackオフ時の音声読上げ
itemComment
視力のある、弱視の方や高齢者は、必ずしもVoiceOverやTalkBackを使う訳ではありません。しかし、視力は低下しているので、スマホやタブレットで（たとえ文字を大きく表示しても）長文を読むのは苦痛だと思います。
そこで、重要な情報が表示されるところでは、その欄をタップすることによって、音声読上げを行うようにしました。
具体的には、「タグ表示画面」の「詳細情報」欄と、その欄をダブルタップして遷移する「行単位読み上げ画面」の各<行|ぎょう>でシングルタップすると、その欄や、行を読み上げるようにしました。
なお、「タグ一覧の連続閲覧」「詳細情報読上げ」機能は、その他メニューの本アプリの使い方を閲覧する時に体験することができます。

このページは以上です。
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7. 登録データを編集、削除する方法
itemComment
データの編集、削除は、どちらも「タグ登録、編集、削除、複製」ボタンから、おこなっていただけます。

操作１．
「スタート画面」から「タグ登録、編集、削除、複製」ボタンを押します。
操作2．
続いて、登録内容を編集、または削除したいタグをスキャンします。
操作3．

1 編集の場合
「登録内容の編集画面」が開くので、編集する場合は入力内容を変更し、「保存」ボタンを押してください。
2 削除の場合
画面内に配置された、「データを削除」ボタンを押してください。
データは完全に削除され「空のタグ」になります。

このページは以上です。
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itemComment


ChestNames
「Tag of Things ものタグアプリ」の使い方,ダウンロードするだけで簡単、スマホが「音声ICタグレコーダー」になるアプリ！,本アプリの使い方
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 1. アプリのダウンロード方法
itemComment
Appstoreにて、「ものたぐ」で検索してください。
無料でダウンロード頂けます。
ダウンロード後、初回立ち上げ時に限り、「ようこそ」と書かれた「使い方説明ページ」が開きます。内容を良く読んでいただき、「戻る」ボタンを押してください。

■注意点
アプリの正式名称は、「ToT: Tag of Things ものタグ」です。
検索の際は、アプリ名を最後までお聴きいただけるようお願いします。

このページは以上です。
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 2. プライバシ―レベルについて
itemComment
プライバシーレベルとは、タグに登録したデータの「公開範囲」を設定する項目です。
ご自身で、設定を変更しなければ、初期値は「私的」に設定されています。

■公開範囲（プライバシーレベル）を変更する方法
データの公開範囲は、各データごとに、データの編集画面から変更します。
手順1．「スタート画面」より、「データの登録、編集、複製、削除」ボタンを押す。
手順2．「スキャン画面」が立ち上がるので、設定を変更したいデータが登録されたタグをスキャンする。
手順3．「入力画面」が開いたら、「プライバシーレベル選択欄」まで移動し、タップまたはダブルタップする。
手順4．ご自身が希望する「公開範囲」をまたはダブルタップする。

■プライバシーレベルは、以下の4つ中からお選び頂けます。
1.完全私的
弊社サーバにアップしない完全プライベートなデータです。
データはスマホ本体に保存されています。
アプリを消してしまった場合等データの復元が出来ません。

2.私的
あなたしか閲覧できないデータです。
データは弊社サーバにアップされ保管されます。

3.公開
あなた以外の人もこのアプリを使えば閲覧できるデータです。
データは弊社サーバにアップされ保管されます。

4.譲渡可
自分のタグを人に譲りたい時に選択してください。
「譲渡可」に設定したタグであれば、自分以外のユーザでも、内容を書き換えることが出来ます。

■初期プライバシ―レベルの設定が出来るようになりました！
2019年7月10日のバージョンアップより、データの公開範囲である「プライバシーレベルの設定」について、初期値をユーザ自身で決められるようにしました。
*設定の際は、「スタート画面」より「その他のメニュー」を開き、「各パラメータ設定」を開いてください。
プライバシ―レベルについては以上です。
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 3. 本人確認の方法（FCSコードについて）
itemComment
データの公開範囲を制限するなど、ご本人を確認する方法には、アプリ内で発行された「FCSコード」を使用しています。

■FCSコードで認証。
登録データには、登録者の「FCSコード」が記録されており、このコードを使うことで「公開範囲の設定」や「本人確認」ができるようになっています。

■FCSコードは1台のスマホにしか登録できません。
「FCSコード」は1台のスマホでしか使用できない仕組みになっている為、誰かがあなたを偽ってデータを作成したり、データを閲覧することは出来ません。

■機種変更の際はコネクトドットまでご連絡下さい。
別のスマホで、同じ「FCSコード」を使用したい場合は、お手数ですが(株)コネクトドットまでご連絡ください。あなたのコードに登録された端末の固定を解除いたします。

FCSコードを発行することで、全てのユーザが安心してアプリを利用できます。
※「FCSコード」の発行方法は「基本の操作」の「ユーザ登録の方法」をご覧ください。
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 4. ご自身のFCSコードを確認する方法
itemComment
発行済みの「FCSコード」は以下の方法で確認できます。
手順1．「スタート画面」から「その他のメニュー」を開く。
手順2．「FCSコード設定」または「ユーザ登録」ボタンを押す。
手順3．「ニックネーム変更」画面が開き、画面に表示された「FCSコード」を確認できる。
*「スタート画面の開き方」は「基本の操作」をご覧ください。
このページは以上です。
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 5. データを複製する方法
itemComment
「複製機能」を使って、同じ内容のタグを複数作ることができます。
手順1．「スタート画面」から「タグ登録、編集、複製、削除」ボタンを押し、コピー元のタグをスキャンします。

手順2．「登録内容の編集画面」が開いたら、画面内に配置された、「データの複製」ボタンを押してください。

手順3．次に「タグの複製用」の「スキャン画面」が立ち上がるので、コピー先のタグをスキャンして下さい。

手順4．「複製内容の入力画面」が表示されるので、必要であれば、内容を編集して「複製」ボタンを押してください。
*「終了」ボタンを押すと「複製」を完了して、作業を終了します。
*複製を続ける場合は、「続ける」を押し、他のコピー先のタグをスキャンしてください。
このページは以上です。
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 6. 「タグ履歴」にデータを追加する方法
itemComment
「タグ履歴」にデータを追加する方法
スキャンしたデータは、「タグ履歴」に追加することで、手元にタグが無い状態でも、スキャンなしで閲覧できるようになります。

■「タグ履歴」に追加する方法
手順1．タグ履歴に追加したいデータが入ったタグをスキャンします。
手順2．「タグ表示画面」が開いたら「タグ履歴に追加」ボタンを押します。
手順3．「タグ履歴に追加しました」と表示されたら、「OK」を押して、完了です。
*音声データは、画面内に「タグ履歴に追加」ボタンが表示されない為、「タグ履歴」に追加できません。
このページは以上です。
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 7. 「タグ履歴」に追加したデータを開く方法
itemComment
手順1．スタート画面から「その他のメニュー」を開く。
手順2．「タグ履歴一覧」ボタンを押す。
手順3．閲覧したいデータを選び、タップまたはダブルタップする。
手順4．各データの詳細画面である、「タグ表示画面」が開き、データの中身を閲覧できる。
このページは以上です。
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 8. 「その他のメニュー」について
itemComment
「その他のメニュー」内の各項目について説明します。
1. 「データ更新」ボタン<|。>
本アプリでは、データを編集登録した時、弊社が管理する「FCSサーバ」に自動で接続しています。
このボタンは、サーバとの接続が上手くいかなかった時に押して頂きます。
その際はアプリ内にお知らせが表示されます。

2. タグ履歴一覧 ボタン<|。>
「タグ履歴に追加」したデータを閲覧する為のボタンです。

3. 所有タグ一覧 ボタン<|。>
自分がこれまでに登録した、全てのデータを一覧で閲覧できます。

4. ユーザ登録（FCSコード設定）ボタン<|。>
データの登録に必要なFCSコードの新規発行、登録をする画面に移動します。

5. タグの種類と購入方法 ボタン<|。>
販売しているタグの説明と購入方法を説明しています。

6. 本アプリの使い方 ボタン<|。>
本アプリの使い方マニュアルを表示します。

7. サンプル画面 ボタン<|。>
英語版のサンプル画面が表示されます。

8. 各種設定 ボタン<|。>
アプリ内の次の設定を変更できます。

<・|>初期プライバシーレベルの設定<|。>
新規タグを登録する時のプライバシーレベルを設定できます。
<・|>電話プレフィックス番号の設定<|。>
電話をかける時に、その番号の前に付ける番号を設定できます。
<・|>項目名と入力欄の表示方法の設定<|。>
タグデータ入力画面において、入力項目名と入力データを一つの欄として表示するか、分離して表示するかを選択できます。
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ChestNames
`4. 高度な使い方
privacy
2

























TagOfThings://Write?Uid=ToT:04c07ec2dd6080
ChestFlag
0
naming
 9. 「スキャン」画面にご注意ください
itemComment
本アプリでは、様々な場面でタグを読み込む為の「スキャン画面」が表示されますが、全ての画面が良く似た見た目で、違いが分かりにくいです。
実は、各画面に説明の文字が書いてあり、タグをスキャンした後に開く画面も、各機能ごとに異なります。
説明の文字は「スキャンの準備ができました」という文字の下にあります。
 
<■|>説明の文字と次に開く画面について<|。>
「タグ検索」と書かれている場合、「タグ表示画面」が開きます。
「音声登録」と書かれている場合、「音声登録画面」が開きます。
「タグ登録」と書かれている場合、「新規または編集内容の入力画面」が開きます。
「タグ複製」と書かれている場合、「複製内容の入力画面」が開きます。

このページは以上です。
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10. 本アプリのUD対応について
itemComment
アプリ内に表示される全ての「テキスト」は、「スピーチ機能」や「色を反転」「大きな文字」など、スマホに搭載されたアクセシビリティ機能に対応しています。
なお、本体の言語を「英語」に設定することで、英語版として使うこともできます。
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11. 音声による機能呼び出し
itemComment
iPhone版では、Siriショートカット用に次のエントリを定義して、Siri経由で（音声で）ものタグアプリを起動できるようになっています。
ToT:Start アプリ起動、
ToT:Voice ちょい録、
ToT:Scan スキャン開始、
ToT:History タグ履歴一覧、
ToT:AllTags 所有タグ一覧。
Android版では、Googleアシスタントから音声で起動できるようにする予定ですが、まだ、実装できていません。
なお、iPhone版では、アプリを起動すると、「スキャン開始」ダイアログから始まるようになっていますが、Android版は、音声で起動することを前提に、「スタート画面」から始まるようにしています。「スキャン開始」から始めたい時は、音声で起動すればいいからです。
この節のスライドでは、Siriでの設定方法を示しておきます。
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11.1. Siriショートカットの設定方法
itemComment
Siriショートカット（音声とアプリエントリとの関係つけ）は、iPhoneの「ショートカットアプリ-> マイショートカット」で設定できます。
「＋ショートカットを作成」ボタン、「＋アクションを追加」ボタン、「App」ボタン、「Tag of Things ものタグアプリ」ボタン、で遷移する画面に、
ToT:Start、
ToT:Voice、
ToT:Scan、
ToT:History、
ToT:AllTags、
の５つのエントリが表示されていると思います。
これらのエントリはアプリ内の次の機能と対応しています。
ToT:Start は、アプリ起動、
ToT:Voice は、ちょい録、
ToT:Scan は、スキャン開始、
ToT:History は、タグ履歴一覧、
ToT:AllTags は、所有タグ一覧、
この５つの機能をアプリ内で呼び出した時に、Siriのショートカットに登録するようにしています。
ので、５つ出てこない時は、アプリ内で呼び出していない機能があることを示しています。
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11.2. Siriショートカットの設定結果
itemComment
さて、これらのショートカットに音声を関連付けると、その音声でこれらのエントリを呼び出すことができるようになります。
そのためには、５つのエントリのうち、音声を関連付けたいエントリをタップしてください。
「次へ」ボタンをタップ後、録音ボタンをタップしてから録音します。録音された音声はテキストに変換されるので、それでよければ「完了」ボタンで登録します。
ショートカットへの録音が完了すると「マイショートカット」画面に、変換されたテキストと関連付けられたエントリが表示されます。
これで完了です。
Siriを呼び出して、登録したフレーズで話しかけると、ものタグアプリの各機能が呼び出されます。
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[bookmark: _Ref60852331]`5. 高度なデータ入力
itemComment
登録するタグのテキスト情報には、「タグ名」と「詳細情報」があり、VoiceOver又はTalkBackで読み上げられます。
しかしながら、それらのテキスト情報をスマホ上だけで管理するのは大変です。Wordのような文書編集アプリがなかったり、入力するためのキーボードが使いにくかったりするからです。
この章では、長文を階層的に管理する方法、テキストを正しく発音させる入力方法、タグに登録した情報の管理方法について解説します。
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1. 収納タグによる階層の作り方
itemComment
ものタグアプリでは、ものタグと収納タグの２種類のタグ種別を扱います。
ものタグは、ものに対応付けるタグで、収納タグは、他のタグを収納できるタグ種別です。
例えば、CDを収納するCDケースに、収納タグ１枚を貼り付け、CDケース名を登録します。次に、CD１枚に、ものタグ１枚を貼り付け、CD名と収録されている内容を登録し、収納先として、CDケース名を登録します。このようにすると、CDケースにCDが１枚収納されているという関係を定義できます。CDケースに収納される別のCDでも同様に登録することができます。
CDケースに貼り付けた収納タグをスキャンすると、「タグ表示画面」で、その情報が表示されますが、このタグは収納タグなので、物の名前欄をダブルタップすると、「タグ一覧画面」に遷移し、CDケースに収納されているCD名の一覧が表示されます。各CD名をダブルタップすると、そのCDに貼り付けられたタグをスキャンした時と同じ「タグ表示画面」に遷移し、収録内容が表示されます。
「データ登録画面」の収納先欄には、別の収納タグも登録することができます。例えば、女性歌手という収納タグを登録し、女性歌手のCDの収納先欄に、「CDケース」と「女性歌手」の２つの収納タグを登録します。「女性歌手」タグをスキャンし、タグ表示画面の物の名前欄をダブルタップすると、タグ一覧画面に遷移し、女性歌手CDの一覧が表示されます。
収納タグの収納先欄にも別の収納タグを登録することができるので、CDケースとCDのような階層構造を何層にも定義できます。
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2. 表示と読みの分離
itemComment
テキストデータは、VoiceOver又はTalkBackで読み上げられます。
しかしながら、それらのテキストは、難しい漢字であったり、接続詞や助詞が正しく解釈されないことがあり、正しい発音で読み上げてくれないことがあります。
そこで、テキストデータ内に、次の表記をすることによって、表示と読みを分離し、漢字の読みが難しい時に読みを別に指定できるようにしました。
	<＜|より小さい記号、>表示<｜|、縦棒、>読み<＞|、より大きい記号>	（但し、記号は半角文字）。

この記述によって、スマホ画面には「表示」をVoiceOver又はTalkBackでの発音は「読み」とすることができます。この記述は、タグ情報を登録する際の、「物の名前」欄と「詳細情報」欄で許されています。
「詳細情報」欄には、メール、電話、URLを記入し、各々に対応したアプリを呼び出すことができるようになっていますが、ここでも、表示と読みを分離する記述を許すこととしました。例えば、http://www.connectdot.jp と画面に表示しながら、「コネクトドットのホームページ」と発音させたりすることが可能になります。

「物の名前」はいろんな画面で出てくるので、「物の名前」に表示と読みの分離する記述をすることによって、次の画面や欄に影響します。
<・|>タグ表示画面の「物の名前」欄、「詳細情報」欄。
<・|>行単位読み上げ画面の「タイトル」、「各<行|ぎょう>の表示」欄。
<・|>編集内容の入力画面の「収納先」欄。
<・|>収納先選択画面の「収納タグ名」欄。
<・|>タグ履歴一覧画面の「物の名前表示」欄。
<・|>収納されたタグ一覧の「タイトル」、タグ名。
<・|>所有タグ一覧画面の「物の名前表示」欄。
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3. カスタムURLの管理
itemComment
ものタグアプリでは、タグをスキャンしなくても、タグに登録した情報を伝達する方法として次のカスタムURLを使えるようにしています。
(1) TagOfThings://Scan?Uid=タグID<|。>
(2) TagOfThings://Write?Uid=タグID<|。>
(1)はScan URL、(2)はWrite URLと呼んでいます。
iPhoneでは、Scan URLをブラウザに渡すと、ものタグが起動され、受け取ったURLで指定されたタグIDに対応した内容を「タグ表示画面」で表示するようになっていますが、Androidでは、この形式のカスタムURLを受け付けません。
そこで、Android版では、アプリ間データ共有機能を経由して、このURLを受け取るようにしました。
この仕組みについての詳細は、Android版リリース、Android<版|ばん>1.2のiPhone<版|ばん>3.1と異なる機能、ディープリンクとアプリ間共有、の章を読んでください。
ここでは、カスタムURLの使い方と、データ入力に使うWrite URLの管理方法について説明します。
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3.1. Scan URLの使い方
itemComment
Scan URLにはタグIDが含まれており、ものタグアプリに渡されると、あたかもそのタグIDのタグをスキャンしたかのような振舞いをします。
ホームページのリンク先として使ったり、メールでScan URLを相手に送ったりすることで、ホームページの閲覧者やメールの受信者にタグIDを伝えることができるので、目の前にそのタグが無くても、受信者はタグをスキャンしたかのように、タグ情報を読むことができます。
「タグ表示画面」には「タグID送信」というボタンがあり、このボタンをダブルタップすると、タグIDを含むScan URLを送信するメールアプリが起動されます。宛先にメールアドレスを入力し、送信ボタンを押すことによって、Scan URLを他の人に伝えることができます。メールを受け取ったユーザは、Scan URLを、iPhoneではダブルタップ、Androidでは範囲指定して、ものタグアプリに送信することによって、そのタグ情報を表示することができます。
飲食店のメニューがタグに登録されていた時、そのタグをスキャンして読上げれば、視覚障害者でも注文することができます。そのタグをスキャンして、タグ履歴に残せば、帰宅してからメニューを確認し、次は何を注文しようか楽しみになります。このタグIDをScan URLとして友達に「いいお店見つけたよ！」と送れば、次はそこに行こうという楽しみができます。
一方、Scan URLをWEBページに埋め込み、視覚障害者への情報発信にも使えます。
http://www.connectdot.jp/ToT/
にScan URLを埋め込んだページがあります。【ToT】と表示されているところがScan URLを埋め込んだリンクになっています。
iPhoneでは、このリンクをダブルタップしてみてください。Androidでは、このリンクをダブルタップしたままでサブメニューを表示し、「リンクを共有」を選択して、ものタグアプリとデータ共有してみてください。
ものタグアプリが起動され、タグ情報表示画面でその内容が表示されます。
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3.2. Write URLの使い方
itemComment
「タグ表示画面」では、ユーザにそのタグの編集権限がある時、「タグ情報転送」というボタンが表示されます。このボタンをダブルタップすると、タグIDを含むWrite URLと、そのタグに登録されている情報をメールで送信することができます。
ものタグアプリから、ユーザ自身が登録したタグ情報を取り出すことができます。
このメールの本文をデータ共有機能でものタグアプリに送ると、その情報を登録することができます。
Write URLについては、「Android<版|ばん>リリース」の「2.3. アプリ間データ共有（Write URL）」以降の説明を参照ください。
このデータをPC側で管理、編集して、データ共有機能でものタグアプリに送信すれば、スマホの小さい「タグ登録、編集、複製」画面でタグ情報を登録、編集しなくてもよくなります。PC側で、タグ情報のアーカイブとして、記録、検索することもできます。
また、ホームページ制作者がページ制作した結果の報告書を納品するように、タグ情報の登録を依頼されたデータ入力業者が、このWrite URLファイルを報告書として納品することも可能となります。
次の章では、Write URL記述をMicrosoft Wordで管理する方法を説明します。
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3.2. Write URLをWordで管理する
itemComment
「タグ情報転送」ボタンで生成されるWrite URL文書は、テキストデータなのでテキストエディタやメモ帳アプリで管理、編集ができますが、ここではWordを使うと管理しやすいことを示します。
Write URL文書は、Write URLに、次のラベルで区切られた文章が続きます。
「ChestFlag」「naming」「itemComment」「privacy」「ChestNames」「reserve1」。
「naming」はタグの名称で、複数のWrite URL文書を含む文書全体の中では、見出しのようなものである。そこで、このタグの名称に「見出し」属性を付けます。
すると、Wordのナビゲーションウィンドウに見出し属性を付けた行が並び、全体を見渡しやすくなります。このナビゲーションウィンドウの見出しをマウスでクリックすると、本文の見出しにカーソルが移動します。
「ChestNames」は、そのタグの収納先なので、収納タグの名称を書きますが、収納タグもWrite URL形式で記述されており、その「naming」ラベルの内容は見出し属性が付けられています。Wordの「参考資料」、「相互参照の挿入メニュー」で見出し属性のついた収納タグ名を選び、「ChestNames」ラベルの下に挿入すると、タグの階層関係を記述することができます。更に、Write URLファイル内で、収納タグ名を変更した時、それを収納先としているタグの「ChestNames」ラベルの内容にマウスカーソルを持っていき、右クリックで表示されるサブメニューの「フィールド更新」を選択すると、「ChestNames」ラベルの内容も変更され、古い収納タグ名を登録してしまうことを防ぐことができます。
このようにして編集したWordファイルからテキスト部分をコピー&ペーストして、テキストエディタ又はメモ帳アプリに貼り付けると、スマホに転送すべきテキストファイルができます。
このテキストファイルをスマホに転送する方法については、「Android<版|ばん>リリース」「2. Android版1.2のiPhone版3.1と異なる機能」「2. Android版1.2のiPhone版3.1と異なる機能」を参照してください。
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[bookmark: _Ref60492404]改定履歴
itemComment
年度ごとの更新履歴を表示します。
ものタグアプリは、2018年12月にiPhone<版|ばん>がリリースされ、2020年7月にAndroid<版|ばん>がリリースされました。
ChestNames
「Tag of Things ものタグアプリ」の使い方,ダウンロードするだけで簡単、スマホが「音声ICタグレコーダー」になるアプリ！,本アプリの使い方
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2018年更新履歴
itemComment
iPhoneバージョン1.0: 初期バージョン。
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2019年更新履歴
itemComment
iPhoneバージョン1.1: 
分類タグ（収納タグ）を導入しました。
履歴機能を導入し、手元にタグが無くてもタグ情報を閲覧できるようにしました。
タグ情報の複製を作れるようにしました。
タグ一覧機能を導入し、手元にタグが無くても情報の編集できるようにしました。

iPhoneバージョン1.2:
ちょい録（音声録音）機能を追加しました。

iPhoneバージョン1.3: 
収納タグスキャン後、履歴に追加すると、アプリが停止したのを修正しました。

iPhoneバージョン1.4: 
収納タグ一覧画面で表示とは異なる行を読んでしまうのを修正しました。

iPhoneバージョン1.5: 
「FCSコード設定」メニューを「ユーザ登録」とし、FCS登録ボタンをユーザ登録画面の右上に移しました。
タグ複製は、所有タグでなければ物タグのみ可としました。
タグ表示画面でタグの複製を可能としました。
色反転(スマート)時の各種表示色を変更しました。（色弱の方に対応しました）。
iPhone6以前のNFCを持たない機種で、システムクラッシュしないようにしました。
タグ名が空白の時、所有タグ一覧で表示されないのを、更新日時を表示するようにしました。
Siri Shortcut対応としました。+
タグ表示画面の詳細情報をダブルタップすると、行単位で読上げる画面に遷移するようにしました。

iPhoneバージョン1.6:
VoiceOverオンの時、テーブルの行数が画面をはみ出ると表示されなかったのを修正しました。
タグ履歴がサーバ更新できていなかったのを修正しました。

iPhoneバージョン1.7:
アプリ全体の画面におけるフォントサイズをDynamic Type対応としました。
（テキストサイズで設定したフォントサイズに連動するようにしました）。

iPhoneバージョン1.8:
タグ表示画面でシェイクジェスチャを検知し、連続的にタグスキャンできるようにしました。

iPhoneバージョン1.9:
「反転（スマート）」モードの時、ユーザ登録画面の入力欄が真っ白で見えなかったのを修正しました。
VoiceOver時、収納先候補一覧が全部は表示されていなかった。\n" +
言語設定を英語と日本語以外に設定するとアプリが立ち上がらなかったのを修正しました。

iPhoneバージョン2.0:
サーバとのデータ更新時、画像が変わっていなければ画像の更新が起こらないようにしました。
タグスキャン直後のキャンセルは、シェイクジェスチャーで行えるようにしました。
表示言語は「使用言語」と「地域」から決めるようにしました。
(例えば、本アプリではスペイン語に対応していないが、「使用言語」がスペイン語の人は、「地域」を日本にすることによって日本語表示となるようにしました）。
会員種別としてLAdmin（ローカルAdmin）を実装しました。
ちょい録の無声時間を１秒から２秒に伸ばして、長めのメッセージを録音できるようにしました。

iPhoneバージョン2.1:
データとして、ダブルクォートとカンマを入力できるようにしました。

iPhoneバージョン2.2:
収納タグの詳細情報にデータが存在したら、そのタグ表示画面も表示されるようにしました。
(,),[,],^,$等を収納タグのタグ名に含むと、その一覧を取り出せなかったのを修正しました。

iPhoneバージョン2.3:
所有タグ一覧で詳細情報の１行目も表示するようにしました。
行単位で読上げる画面において、各行にあるメールアドレス、URL、電話番号をダブルタップすると、それに応じて機能呼び出しするようにしました。
また、タグ表示画面の詳細情報が１行で、メールアドレス、URL、電話番号の時もダブルタップで機能呼び出しできるようにしました。
タグ編集画面にて音声メモありの時、その音声を確認して削除できるようにしました。

iPhoneバージョン2.4:
タグ表示画面の詳細情報の、VoiceOverオンの時に発話されるヒントが適切ではなかったのを修正しました。

iPhoneバージョン2.5:
VoiceOver時、タグ表示画面のフォーカスがうまく移動しなかったのを修正しました。
詳細情報にシングルクオートが入力できなかったのを修正しました。

iPhoneバージョン2.6:
データ更新時、無駄に画像も更新しており、遅くなっていたのを修正しました。

iPhoneバージョン2.7:
行単位で読上げる画面において、URLがhttps:の時にブラウザが開かなかった。

iPhoneバージョン2.8:
音声とテキストが混在した時、音声再生後タグ情報表示画面に遷移するようにしました。
タグ名一覧表示の順はタグ名の昇順としていましたが、行頭が｀（バッククォート）の時は、そこから空白かコロンまでの文字をVoiceOverオンの時、読まないようにしました。

iPhoneバージョン2.9:
タグ編集画面において音声削除が出来なかったのを修正しました。
VoiceOverオフの時、ちょい録再生ができなかったことがあったのを修正しました。

iPhoneバージョン3.0:
タグ一覧画面のタイトルの行頭が｀の時、空白かコロンまでの文字をVoiceOverで読んでいたのを修正しました。

iPhoneバージョン3.1:
Custom URL Schemeに対応しました。
タグ表示画面の「データ入力要請」ボタンでCustom URLをメールで送信するようにしました。
ネットに繋がっていない状況でも端末内にキャッシュされているタグはスキャンできるようにしました。
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2020年更新履歴
itemComment

Androidバージョン1.1: 初期バージョン(iPhone版3.1相当）。

Androidバージョン1.2:
スマホのデータ共有によるタグデータ連続登録機能を実装しました。

Androidバージョン1.3: 各種バグフィックスをしました。

iPhoneバージョン3.2、Androidバージョン1.4:
[bookmark: _Hlk60211955]表記と読みを分離し、漢字の読みが難しい時に読みを別に指定できるようにしました。

iPhoneバージョン3.3、Androidバージョン1.5:
タグ履歴一覧機能を高速化しました。
既存の「譲渡可」タグにちょい録しても「譲渡可」が継承されなかった不具合を修正しました。
新規タグにちょい録した時のプライバシーレベルは「譲渡可」としました。
（ものタグを伝言板とすることができます）
プライバシーレベルのデフォールトを「公開」としました。

iPhoneバージョン3.4、Androidバージョン1.6:
[bookmark: _Hlk60212327]詳細情報前後に配置したボタンで、前後の章(収納タグ下のものタグ)に移動するようにしました。
VoiceOver、TalkBackがオフの時、１本指左右スワイプでも前後の章に移動するようにしました。
TalkBackがオンの時、２本指の左右スワイプでも、前後の章に移動するようにしました。
前後の章(収納タグ下のものタグ)に移動する時、画面タイトルに収納タグ名と項目数を表示するようにしました。

iPhoneバージョン3.5、Androidバージョン1.7:
メール、電話、URL記述においても、表記と読みを分離する記述を許すこととしました。
収納タグの物の名前欄に表記と読みの分離記述があってもその子供のタグを検索できるようにしました。
[bookmark: _Hlk60212682]一つのタグを２つのスマホで同時に登録する時、重複登録が発生しにくくしました。
[bookmark: _Hlk60213017]VoiceOver、TalkBackオフの時でも、シングルタップで詳細情報欄を読み上げるようにしました。
「データ入力要請」ボタン表記を「タグID送信」に変更しました。
「データ送信転送」ボタンで、タグ情報をWrite URL形式でメール送信できるようにしました。
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